
中
公
民
館
を
中
心
に
活
動
し
、
書

道
教
室
を
手
掛
け
る
「
臨り

ん
ち
か
い

池
会
」。

家
に
い
る
と
だ
ら
だ
ら
し
て
し
ま
う

人
も
、
週
に
一
度
、
教
室
に
参
加
し
、

字
に
向
き
合
う
こ
と
で
集
中
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
講
師
の
山
﨑
洋
子

さ
ん
は
、
こ
の
臨
池
会
の
他
に
も
た

く
さ
ん
の
書
道
教
室
を
受
け
持
ち
、

現
在
80
人
を
超
え
る
生
徒
を
教
え

る
先
生
で
す
。
ま
た
、
自
分
も
も
っ

と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
よ
う
と
市
外

へ
学
び
に
出
か
け
る
生
徒
で
も
あ

り
ま
す
。
２
年
に
一
度
、
中
公
民
館

で
山
﨑
さ
ん
の
生
徒
に
よ
る
書
道

展
を
実
施
す
る
な
ど
書
道
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

同
じ
く
、
中
公
民
館
を
拠
点
に
絵

手
紙
教
室
を
開
催
す
る
小
原
清
子

さ
ん
。
絵
手
紙
は
交
換
相
手
と
１

対
１
で
や
り
と
り
を
し
ま
す
。
作

品
は
、
評
価
を
せ
ず
、
お
互
い
の

感
性
を
認
め
合
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

小
原
さ
ん
は
地
域
の
サ
ロ
ン
の
立

ち
上
げ
や
人
数
の
少
な
く
な
っ
た

サ
ロ
ン
同
士
の
結
び
付
け
に
も
奮

闘
し
て
い
ま
す
。

▲書道教室で短冊の書き方のアドバイスをする山﨑さん（左）

▲臨池会の
書道教室

▶絵手紙
教室

学び×還元

各
公
民
館
で
活
動
す
る
地
域
の
人

た
ち
が
日
ご
ろ
の
成
果
を
披
露
す
る

「
ふ
れ
あ
い
サ
ン
デ
ー
」。
城
南
会
館
は

11
月
10
日
に
開
催
さ
れ
、
会
場
に
は

保
育
所
・
幼
稚
園
か
ら
高
齢
の
人
ま

で
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
集
ま
り

ま
し
た
。
子
ど
も
や
孫
の
出
番
を
真

剣
に
撮
影
す
る
家
族
の
皆
さ
ん
や
出

番
を
終
え
て
芝
生
の
広
場
を
走
り
回

る
子
ど
も
達
と
、
ま
さ
に
地
域
全
体

が
集
え
る
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

城
南
会
館
の
ふ
れ
あ
い
サ
ン
デ
ー

で
ほ
か
の
地
域
に
は
な
い
特
長
と
言

え
る
の
が
、
司
会
を
務
め
る
学
生
の

姿
。
同
館
で
は
、
例
年
司
会
を
西
舞

鶴
高
校
の
放
送
部
が
担
当
し
て
い
ま

す
。
日
ご
ろ
は
校
内
の
昼
休
み
の
放

送
や
ア
ナ
ウ
ン
ス
、
ス
ピ
ー
チ
の
大

会
練
習
な
ど
に
取
り
組
む
同
校
放
送

部
は
、
近
隣
地
域
の
中
で
も
高
い
実

力
を
誇
る
と
の
こ
と
で
、
評
判
が
評

判
を
呼
ぶ
形
で
毎
年
司
会
を
務
め
る

こ
と
が
定
例
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

得
意
な
こ
と
で
、
地
域
の
役
に
立
つ
。

公
民
館
を
中
心
に
、
世
代
を
超
え
た

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
が
新
た
に

生
ま
れ
て
い
ま
す
。

学生×
　地域貢献

▲司会を務める中垣さん

書道を通じたご縁を大切に

書道教室講師  山﨑洋子さん書道教室受講生  布川弘さん

絵手紙をきっかけに

絵手紙教室講師  小原清子さん

自分だけの大切な時間を

書道教室受講生  田村美穂さん

目標ができて楽しい毎日に

Interview
Interview

Interview
Interview

　Ｕターンで舞鶴に帰り、たまたま見た書道の展示で同じ
町内の知り合いの作品を見て興味を持ちました。講座が近
くでやっていたのと友達がほしい、字がうまくなりたいと
思い臨池会に通いました。参加しているうちに展示に申し
込むようになり、最近では市展や合同作品展に出展できる
ように挑戦しています。書道は書くだけでなく、発表の場
があるのも魅力の一つですね。公民館で開かれる健康体操
なども参加していますが、男性の講座参加
が少なく、もっと増えるとうれしいです。

　臨池会は先代から引き継ぎ、何を聞かれても応えら
れるようになりたいと思い、専門学校で書道を学び講
師に。たくさんの講座を持っていますが、字は個性が
ありひとつとして同じものはありません。生徒 1 人ひ
とりも同じように個性があり、どの講座でも１人一回
は話すようにしています。生徒の皆さんからおはよう
ございますなどあいさつをされるとうれしくなります。
書道を通じたご縁で毎日が楽しく充実し
ています。

　夫の転勤で舞鶴へ来て 1 人で子育てをしている時は孤
独感がありました。回覧板で書道講座を知り、受講してみ
ると知らない知識や幅広い年齢の人との出会いがありまし
た。学校が休みの日などは子どもも連れて参加し、受講生
や先生に支えられて最後まで続けられました。書道はどこ
でもできるので引っ越してもいつでも再開できます。家事
や子育て、仕事など人それぞれのライフスタイルがありま
すが、少し離れた「自分だけの大切な時間」
を持ってもいいのではないでしょうか。

　仕事を定年退職し、ふと見かけた絵手紙の展示をきっか
けに興味を持ち、絵手紙の教室に通いました。習うだけで
はもったいないと思い、指導者講習を受けて講師になり、
生徒の皆さんと一緒に活動を続けています。絵手紙は上手
下手がなく、相手を思い、心を込めて描き、相手に渡して
作品は完成します。私も一人暮らしで人との関わりが少な
かったですが、絵手紙でたくさんの人とつながることがで

き、一人暮らしが増えてきた今だから
こそ人との関わりが大切だと思います。

西舞鶴高校放送部  
中垣友太さん

「声のチカラ」で
地域に貢献

Interview 校内放送や大会と違って、地域の皆さんへ
の放送なので、言葉遣いや話す速度も意識し
て変えています。また、参加された人から司
会のお礼を言ってもらえた時にはとても達成
感が感じられました。進学で一度は舞鶴を出
ると思いますが、地元に戻るならラジオのパー
ソナリティなど話すことを仕事にできたり、
地域の催しに司会で呼ばれるようになって地
域に貢献できたらと思って
います。

地域づくりのコミュニティ拠点 公民館特集　ツナグ

▲開会を宣言する園児たち
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